
 

 

魚附林としてのマングローブ林の生態系機能・サービスについて 

ーマレーシア・サバ州コタキナバル湿地センターのマングローブ林を中心とした研究ー 

 

 

平成 25年度入学 

派遣先国：マレーシア、シンガポール、オーストラリア 

 村上 正剛 

 

キーワード：マングローブ、報告書、マレーシア、シンガポール、オーストラリア 

 

対象とする問題の概要 

マングローブ林は、熱帯・亜熱帯・温帯の海岸線に形成され、その生態系は、海の生態系と陸の生態

系が合わさる移行帯ならではの独特、かつ多様性に富んだものとなっている。そして、人々は、その自

然から提供される様々な恩恵、即ち生態系サービスを享受してきた。人々が食す魚介類もそのサービス

の一つであり、多くの魚介類にとって、マングローブ林は、繁殖の場として、或いは、生育、採餌の場

として非常に重要であることが知られている。しかし、まだ、マングローブ林内の生物間の繋がりにつ

いて、詳しく分かっていないことも多い。 

 

研究目的 

 2013年 11月 5日~2014年 2月 4日、以下の 2点を目的として隣地研究を実施した。 

1：研究対象予定地であるマレーシア・サバ州コタキナバル湿地センター（以下、センター）のマング

ローブ林での予備調査 

2：センターのマングローブ林と比較する為、マレーシア及び周辺国（シンガポール、オーストラリア）

のマングローブ林の植生調査 

 

フィールドワークから得られた知見について 

1：センターでの予備調査 

 センターに生息する 10 種類のマングローブの分布状況や地形的な特徴を把握フィールド調査した。

その特徴に基づき、10m x10mのコドラートを９ヶ所設置し毎木調査及び、生息する動物の調査を実施し

た。また、センターの 20 年前のマングローブ林植生や、これまでの研究活動について文献調査を行な

った。 

センターのマングローブ 10 種 



センターで見られる魚類 

植林された林  ギャップ地

林床の様子 苗床付近の様子 

マングローブ植林サイトでの調査の様子 

 

2:比較用対象林の植生調査 



2-1：サバ州のマングローブ林 

 センター近郊のスラマン湿地では、センターにはない Xylocarpus moluccensisや Bruguiera sexangula

等のマングローブが見られた。近隣の海では魚の養殖が盛んに行われていた。 

船に乗っての植生調査（スラマン湿地） 

養殖場（スラマン湿地） 

 センター近隣のアラマスラ地域、及び州東海岸のラブック湾のマングローブ林の植生は、センターと

ほぼ同様であった。前者では、宅地化で、後者では油ヤシ園の開発で、急速に面積が減少していた。

宅地開発が進むアラマスラ地域のマングローブ林 

テングザル（ラブック湾のマングローブ林内） 

2-2：ジョホール州のマングローブ林 

 植生は、ほぼセンターと同じだが、タンジュンピアイ国立公園では、マレーシアでは珍しいヤエ

ヤマヒルギ（R. stylosa）が生育していた。また、ククップ島近海では、ムール貝の養殖が盛んに

行われ、プライ川近隣には、マングローブを利用する林業施設があった。 



タンジュンピアイ国立公園入口 

ククップ島の手前にある養殖場 

プライ川近くの林業施設 

 

2-3：シンガポールのマングローブ林 

 スンゲイブロー湿地保全区、ウビン島、パシールリス公園のマングローブ林では、樹種がセンターの

ものより多く、Aegiceras corniculatumや X.granatumn等が見られた。どの林も徹底的に管理されてお

り、水位や PHも人工的に制御されていた。 

Xylocarpus granatum（スンゲイブロー湿地保全区） 



満潮時の様子（ウビン島） 

よく整備された木道に設置されている情報提供用ボード（パシールリス公園） 

 

2-4：豪州のマングローブ林 

 亜熱帯地域であるブリスベン川流域、ブーンダル湿地保全区、ナッジ海岸のマングローブを調査した。

海岸線では A.marina が、内陸部では B.gymnorrhiza が優占し、その中間地では、この地に特徴的な

Ceriops.australisが見られた。 

葉から塩を排出している A. Corniculatum (ブーンダル湿地保全区) 

 

今後の展開・反省点 

 今後のマレーシア・サバ州での本格的調査にあたり、サバ州生物多様性センターの調査許可を得るた

めの申請手続きを行なう。その為には、現地の適切なカウンターパートが必要である為、今回の派遣中

に入手した情報や人脈を精査した上で、慎重にカウンターパートを選択する。その上で、マレーシア国

レベルの調査許可を得る手続きの準備も行なっていく。 

 研究内容に関し、今回得たデータを元に、どのように研究を進めていくのが現実的であるかを熟考し、

研究対象地や対象動物を絞り込んでいき、具体的な研究手法を策定していくつもりである。また、研究

を行なうための予算について、今回の派遣の中で、予想より多くかかりそうであると認識したので、そ

の資金調達についても、今後検討していく。 

  


